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今月の県立図書館テーマ展示の紹介

　「広報レファレンス」は当館におけるレファレンスサービスの一端を知っていただこうと４月に創刊となりました。

　エントランスホール、閲覧室カウンターに置いてありますが、好評のようですぐになくなってしまうという状況です。

近日中に当館のホームページにも掲載する予定ですので、バックナンバーをご希望される方は当館ホームページをご利用

ください。

－毎月テーマを決めて本の紹介をしています－

２００５　６月号

　　　法律知識は一般に堅苦しくわかりにくい印象がありますが、自己責任社会が到来しつつある現代社会おいては、必要

　　　不可欠な知識となっています。今回は、県立図書館が所蔵する法律関係資料の中から特に平易にわかり易く説明した

　　　資料を展示・貸出します。

　　　展示資料：法律全般について紹介する資料，日本国憲法を平易に説明した資料

　　　　　　　　民法、商法、刑法、労働法関係についての実例から知る資料

　　　　　　　　個人情報保護法関係，著作権法，裁判員制度

　　　期間：   ６月１４日（火）～７月２４日（日）　　　　　場所：２階閲覧室

平成１７年度  第３回展示 暮らしの中の法律入門「これだけは知っておきたい法律知識」

－「広報レファレンス」好評です！－「広報レファレンス」をご覧ください

　　　６月の環境月間や現在開催中の愛・地球博にあわせて、自然の叡智と循環型社会をめざしているテーマに関連す                     

　　　る資料を展示・貸出します。　　　

　　　期間：   ５月１６日（月）～６月１２日（日）　　　　　場所：２階閲覧室

平成１７年度  第２回展示 地球を守る第一歩　～やさしい生活、始めませんか？～

－今月県立図書館で開催される行事を紹介します－今月の主催事業のお知らせ
第３回県立図書館　おはなし会                                                                                                         　　　　　エントランスホール
　　　期日： ６月２５日（土） １０：３０～１１：３０ 　 担当：おはなしグループ カデル　 対象：幼児から小学校低学年

　　　申し込み・問い合わせ：子ども読書支援センター（県立図書館内），当日参加申込可

　　　　　　　ＴＥＬ ０１８－８６６－０２６６　 ＦＡＸ ０１８－８６６－６２００

　　　　　　　　（火・水・木・金  １３：００～１７：００、土  １０：００～１７：００）

　　　　　講師：フリーライター　藤原　優太郎　氏

　　　　　期日：７月７日（土）    １３：３０～１５：００　　　　　  場所： ３階多目的ホール

      　　  　申し込み・問い合わせ：１ヶ月前から申し込み受付開始します。閲覧室カウンターの所定用紙、電話、または
                                                                　ハガキでお申し込みください。定員は５０名です。参加費は無料です。

　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせは秋田県立図書館奉仕班　企画協力担当まで。

　第４回県立図書館おはなし会　
　　　　　期日：７月２３日（土）　１０：３０～１１：３０　　  担当：おはなしふくろう

　＜７月の行事予定 ＞

　第１回秋田ふるさとセミナー  　                                                                    
              　『いにしえの創造空間「山の道」を訪ねる』
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          　は休館日です。　  は館内整理日です。（月の初日、１月４日が館内整理日

    です。ご利用は２階閲覧室の図書の閲覧のみとなり、貸出等は行いません）　  

土日・祝日・館内整理日

　平　　　　　　　日
午前１０時～午後８時（４月～１０月）

休館日の図書の返却は、入口のブックポストへお願いいたします。

－県立図書館の司書２人が毎回お勧めの本を紹介します－

　 普段の生活のなかでは、将来について考えたり仕事のことで悩んだりと辛いことや悲しいことがたくさんあります。

この悩みを解決するために気分転換をしたり、人生訓のようなものを読んだり様々だと思いますが、この様なときに「勇

気を与えてくれる一冊」として、この本をおすすめします。

　フジ子・ヘミングは日本を代表するピアニストで、５才からピアノを始め、小学生の頃から天才少女と騒がれていま

した。ところがデビュー直前に「音楽家の命」である聴力を失い奈落の底へと突き落とされました。その後どん底を経

験し、国籍を失い、避難民としてドイツ留学・・・そこからチャンスをつかみ「リストとショパンを弾くために生まれ

てきたピアニスト」と称されるまでになりました。

　この「魂のことば」は、波乱の人生を歩んできた彼女が、体験から湧き出た言葉を淡々と語りかけてきます。何かを

「感じる」一冊になればと思います。

　これとあわせて、ビクターから発売されているフジ子・ヘミングの「憂愁のノクターン」というＣＤがあります。こ

ちらもおすすめの１枚です。

〔推薦者　菅原　大志〕

　ふだんのくらしのなかで誰かと言葉を交わすとき、どうも自分のことばが相手に届いている感じがしないという経験

はありませんか？この本のタイトルは「教師のための」となっていますが、教える仕事をしている方だけでなくどんな

立場の方でも、そんな感覚を持ったことのある人には思い当たることの多い内容になっています。

　この本では、４０代半ばまでことばが不自由だった著者が、実践してきた障碍者療育やワークショップを通じて得た、

からだとことばについての考えが述べられています。

　たとえばワークショップの一つである「話しかけ」のレッスンを受けた人たちは、自分のことば・声が、まるで一つ

の「もの」のように相手のからだにぶつかったり、触れたり、外れたりすることに驚くそうです。誰かに本当に話しか

けるということは、ことば＝声が、相手のからだに触れ、胸に沁み、その内に入っていって相手のからだとこころを動

かし、変えることだと著者は言います。

他者とより深く響きあうコミュニケーションを取りながら生きていくヒントをお探しの方にもおすすめです。

　

県立図書館司書がお勧めする一冊

けいじばん

６月の休館日のお知らせ
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

〔推薦者    池田　春美〕

開　 　館　 　時　 　間

書名　『フジ子・ヘミングの「魂のことば」』 　 フジ子・ヘミング 著　

午前１０時～午後 5時

午前１０時～午後７時（１１月～３月）

書名　『教師のためのからだとことば考』 　竹内敏晴 著　筑摩書房　1999

・公文書館ミニ展示について
『日本六十余州国々切絵図の世界』　　期間：５月３１日（火）～７月２２日（金）（前期）　場所：２階特別展示室
ミニ展示解説会　　期日：６月１４日（火）　場所：３階多目的ホール
お問い合わせは公文書館カウンター、または公文書館HP　http://arcs.apl.pref.akita.jp/ へ
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